
0

100

200

300

400

500

600

1⽉8⽇ 2⽉8⽇ 3⽉8⽇ 4⽉8⽇ 5⽉8⽇ 6⽉8⽇ 7⽉8⽇ 8⽉8⽇ 9⽉8⽇ 10⽉8⽇ 11⽉8⽇ 12⽉8⽇ 1⽉8⽇

11/1 1.06
11/3 1.08
11/8 1.10
11/10   1.09
11/15   1.06
11/17   1.06
11/22   1.05
11/24   1.05   
11/29   1.05
12/1     1.03
12/6     1.01
12/8     1.02
12/13   1.04
12/15   1.06
12/20   1.06
12/22   1.04
12/27   1.03
12/29   1.03
1/3 0.97
1/5 0.90
1/10     1.04
1/12     1.11
1/17     0.92
1/19     0.90
1/24     0.89

11/1 1.01
11/3 1.03
11/8 1.07
11/10   1.05
11/15   1.05
11/17   1.05
11/22   1.03
11/24   1.05
11/29   1.07
12/1 1.04
12/6     1.02
12/8     1.07
12/13   1.17
12/15   1.19
12/20   1.11
12/22   1.07
12/27   1.09
12/29   1.10
1/3   1.04
1/5 0.96
1/10     1.08
1/12     1.09
1/17     0.91
1/19     0.86
1/24     0.83

全国 福岡宮崎
11/1 1.04
11/3 1.05
11/8 1.08
11/10   1.08
11/15   1.08
11/17   1.08
11/22   1.04
11/24   1.04
11/29   1.06
12/1 1.05
12/6     1.04
12/8     1.06
12/13   1.12
12/15   1.15
12/20   1.12
12/22   1.10
12/27   1.06
12/29   1.05
1/3   0.98
1/5 0.88
1/10     1.05
1/12     1.15
1/17     0.92
1/19     0.89
1/24     0.86

実効再⽣産数 実効再⽣産数実効再⽣産数

延岡市の実効再⽣産数
5/16 1.26
5/23 1.09
5/30 0.74
6/3 0.76
6/7 0.92

6/14 0.68
6/21 0.95
6/25 0.92
7/5 2.18
7/12 1.54

7/19 1.71
7/26 1.72
8/2 1.17
8/7 1.25
8/9 1.09

8/15 1.11

8/24 1.57
8/29 0.96
9/6 0/73
9/15 0.82
9/20 0.65

9/26 1.09
10/3 0.93

10/10 0.90

10/17 1.25
10/24 0.86
10/31 0.93

11/8 0.98
11/15 1.00
11/22 1.00

11/29 1.28
12/5 1.33

12/12 1.54
12/19 1.24

12/26 1.26
1/2 0.91

1/10 1.15
1/17 0.73
1/24 0.51

230125資料

実効再⽣産数（1/24）

9/6 178
9/14 150
9/17 54
9/24 71
10/3 83
10/10 28
10/17 93
10/24 83
10/31 65
11/7 69
11/14 75
11/21 59
11/28 107
12/5 143
12/12 301
12/19 363
12/26 496
1/2 288
1/6 413
1/16 213
1/23 76

宮崎県全域で減少傾向

⼤分実効再⽣産数
11/1  1.01
11/3  1.04
11/8  1.07
11/10 1.06 
11/15 1.08
11/17 1.09
11/22 1.07
11/24 1.06
11/29 1.06
12/1       1.06
12/6       1.00
12/8       1.01
12/13     1.12
12/15     1.16
12/20     1.11
12/22     1.09
12/27     1.07
12/29     1.05
1/3          1.00
1/5   0.94
1/10        1.04
1/12        1.08
1/17        0.91
1/19        0.89
1/24        0.85

By 佐藤圭創

宮崎702⼈
4位

478
8/19 

496
12/26 

by 佐藤圭創

延岡市の感染⼈数

週間感染者数(延岡市)
今週 607⼈
１週前 1549⼈
２週前 2261⼈
３週前 1978⼈
４週前 1872⼈
５週前 1467⼈

宮崎県DATA (1/24)
医療機関⼊院中228名(延29)
宿泊療養施設⼊所中63名(延12)
⼊院ベット専有率
（宮崎県55.7％）（延43.2％, 81.8%）

1

九州の感染者は減少、佐賀、宮崎が、
ベスト10⼊り、中国・四国が感染者
多い。また、中国からの渡航者から、
BF7, BQ.1,XBB.1.5に注意。



BA.5

Omicron

BA.5

オミクロン株の⽅が死亡者数多い

BA.5

Omicron

BA.1 BA.5

感染症は割合（％）ではなく、総数が問題 9/2： 347⼈
12/8 : 243⼈
12/29: 420⼈
1/14: 503⼈

上昇傾向

上昇

上昇

By 佐藤圭創

BA.1

BA.1

BA.1

BA.2

BA.2 BA.2

BA.2

死者数第７波のピークを超えた

過去最⾼→

死亡者数
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3

世界情勢

⽇本の死者6万⼈こえた ⽇本お致死率０.２

⽶欧では感染者数のピークは越えた

２３０１２４

⽶国で死者数は増え続けている 欧州で死者数は減少
XBB.1.5 BQ.1, BF.7



宮崎県の感染者数

宮崎県の病床使⽤率

4498
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11⽉以降の宮崎県
感染者数

11⽉以降の宮崎県
死亡者数



2/20

11/3-6 11/23-27

1/4←1/17

2/30
インフルエンザの流⾏予測

新型コロナの流⾏予測

インフルエンザが流⾏期に⼊ってきた
12〜1⽉はツインでパンデミックの可能性（医療崩壊危機）
正⽉、成⼈式での感染者増加
インバウンド：中国からの感染者流⼊（春節1/21~27）
BA.5 ⇨ BQ.1 ⇨ XBB.1.5と流⾏株が置き換わっていく
インフルエンザのピークとコロナのピーク重なりそう

A⾹港

B＋A⾹港

By佐藤圭創

寒冷、乾燥、寒気低下、
⼈流、マスク外し、インバウンド
オミクロン亜種の広がり

これからの流⾏予測

第８波

BQ.1, BQ.1.1, BF.7 XBB, 
XBB.1.5などの亜種の流⾏によ
る第８波の遷延化に注意

12/10

Peakは、
第７波の
1.2〜1.5倍程度かも？

12/27

2双性PEAK

インバウンド拡⼤
中国の春節
1/21〜27

ゼロコロナ終了

成⼈式前後の若者の
⾏動で感染者増加 ⽔際対策が失敗したら

2/14

３W程度予
想より遅れ

1/17
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COVID-19検出の時間経過
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隔離解除になってもCOVID-19抗原
陽性のままの⼈かいるのはなぜ？

• 感染後期の抗原陽性に、感染性はあるのか？
• なぜ、感染性がないのに抗原陽性になるのか？
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COVID-19抗原検査キットは、新型コロナウ
イルスのスパイクタンパクを抗原とする

新型コロナウイルスの状態（感染性）に関
係なく、壊れたウイルスのスパイクタンパ
クでも反応する

スパイクタンパク抗体固相化
（キットにくっつける）

ウイルス由来のスパイクタン
パク抗体にトラップされる

（キット抗体に付着）

発⾊
薬

発⾊
薬

発⾊
薬

発⾊
薬

スパイクタンパク抗体で挟み
込み発⾊させる

By 佐藤圭創

抗原検査キット説明⽂より引⽤



8

⼝腔内粘膜細胞

感染性COVID-19

⾮感染性COVID-19
（死んだウイルス）

死んだウイルスから
分離されたスパイクタンパク

感染前

感染早期
（０−２⽇）

感染中期
（３〜５⽇）

感染後期
（６〜７⽇）

COVID-19が細胞の
AGII受容体に結合し、
細胞内に⼊り、ウイ
ルスを複製し、細胞
外に放出

COVID-19に感染した細
胞が傷害され、剥離し
ていく
ウイルスの⼀部は、感
染性を失い始める

COVID-19に感染した細
胞のほとんどが剥離し
ていく
ウイルスは、ほとんど
感染性を失い、壊れて
スパイクタンパクが分
離する

感性性⾼い

感性性中程度

感性性
ほとんどない

傷害もしくは
⽼化した細胞

上⽪への感染

By 佐藤圭創
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⼝腔内粘膜細胞

感染性COVID-19

⾮感染性COVID-19
（死んだウイルス）

死んだウイルスから
分離されたスパイクタンパク

感染前

感染早期
（０−２⽇）

感染中期
（３〜５⽇）

感染後期
（６〜７⽇）

COVID-19が細胞の
AGII受容体に結合し、
細胞内に⼊り、ウイ
ルスを複製し、細胞
外に放出

COVID-19に感染した細
胞が傷害され、剥離し
ていく
ウイルスの⼀部は、感
染性を失い始める

COVID-19に感染した細
胞のほとんどが剥離し
ていく
ウイルスは、ほとんど
感染性を失い、壊れて
スパイクタンパクが分
離する

感性性⾼い

感性性⼩〜中程度

感性性
ほとんどない

傷害もしくは
⽼化した細胞

抗原検査（＋）

抗原検査（＋）

抗原検査（＋）
感染性の⾼い抗原検査陽性

感染性⼩〜中程度抗原検査陽性

感染性ほとんどない抗原検査陽性

抗原検査との関連性

By 佐藤圭創



オミクロン株の感染後期の抗原陽性は感染性
とは⽐例しない

• ウイルス量が⾮常に多い
• ウイルスが短期間に急激に増加する
• 抗原は、感染性ウイルスだけでなく、⾮感染性ウイル
ス、分離したスパイクタンパクにも反応する
• 感染早期、感染中期の抗原陽性と感染後期の抗原陽性
では、その意味が異なる
• 感染後期に、Mouth washをしっかりすると、抗原量が
減少する。
• ⾼齢になると、新陳代謝（粘膜のターンオーバー）が
遅くなり、⻑期的に抗原陽性になりやすい
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• 全国的に感染者数が減少傾向。

• 実効再⽣算数では、全国的に低下。

• 感染の実態は、九州が減少し、中・四国に感染者が多い。

• 延岡市の実効再⽣産数は、１以下が３W続いており、感染者数の減少傾向は、しばらく続くと考えられる。

• 加えて、県内の病床使⽤率は、60.0％と急増した後も５０％以上を保ち、医療⾮常事態宣⾔が延⻑された。

• 県内の、死亡者数は全国平均と同様に、第８波になって急増している。
• ⾼齢者への感染が増加し（⾼齢者施設でのクラスター多発）、⼊院患者数、重症患者数、死者数が先週末から今週がピーク。（感染
のピークから１〜２W遅れ）

• 医療施設内の感染急増。コロナ病棟以外のコロナ⼊院患者急増。

• 病院職員の感染者・濃厚接触者も急増し、病院機能維持困難になってきた。

• インバンウンドで中国からの⼈流増加、適正に⽔際対策⾏わなければ、1⽉末〜2⽉初めにさらに急増する可能性あり。今年の春節は、
1/21~27。

• ⼈⼯呼吸器をつける重症者は、少ないが酸素吸⼊者は全体の４０％、4L以上の⾼濃度酸素吸⼊者２０％。

• 延岡市内の⼊院患者もこの１週間２０〜３０を推移しており、まだ減少傾向ではない。

• 以上より、全国的には感染者減少傾向にあり、延岡市内にも減少傾向であるが、⼊院患者はまだ多い状態が続いている。

• 今後、BQ.1, BQ.1.1系統への、置き換わりが進んでいる。今後、⽶国から、XBB.１.5が流⼊し、増加する可能性あり。

• 解除直後の患者の受け⼊れについて、問題が⽣じている。患者のドレナージがうまくいっていない。解除後すぐに転院、転所
を！！！

• 延岡市点滴センターは：患者多数（救急も多数）

• コロナ関連患者の救急要請件数も、まだ、夜間・休⽇を中⼼に多い。

• 常備薬、常備⾷の準備が必須。薬局で厚労省認定の抗原検査キット購⼊しておく。特に、ゼリー状飲料、解熱薬、鎮咳薬、整腸剤が
必要。

• インフルエンザは、A⾹港株が、特に若年層で急激な増加傾向継続。(福岡、⿅児島は、警報。宮崎、佐賀がもう少しで警報)

• インフルエンザとコロナとの共感染の症例が増えてきた。
By 佐藤圭創11


